
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

大学と地域のサステイナブルな環境再生を実現するリビング・ラボラトリの構築と評価

Creation and evaluation of Living Laboratory for regeneration of regional 
environment with collaboration with university and local community

００２５０４７３研究者番号：

小篠　隆生（OZASA, TAKAO）

北海道大学・工学（系）研究科（研究院）・准教授

研究期間：

２５３５０００１

平成 年 月 日現在２８   ６   ７

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、大学と地域が連携・協働しつつ持続可能で総合的な地域環境創造活動を実践し
て行く場として定義したリビング・ラボラトリの創出メカニズムとそれを通じた地域再生の方向性と実現性を検討した
。
　その中で、大学と多様な主体とが連携・協働することによって、リビング・ラボラトリの目標は、より具体的な地域
課題の解決に深化し、地域づくりに貢献するリビング・ラボラトリが実現することが明らかになった。さらに、リビン
グ・ラボラトリの創出プロセスが地域再生に繋がっている事例としてトリノの「地区の家」を抽出し、地区の家が生成
されるプロセス自体が地域再生に繋がっていく参加型デザインの重要性を確認した。

研究成果の概要（英文）：In this research, at the first, we defined “Living Laboratory” as practice 
place of developing quality of regional environment sustainability with cooperating with university and 
local community. And next, we are examined mechanism of creating Living Laboratory and direction of 
regional regeneration through these mechanism.
Through these research activities, aims of Living Laboratory were more deepen such as solution for 
specific local problems by cooperation and collaboration with university and various stakeholders. 
Furthermore we extracted representative models of creation process of Living Laboratory to connect with 
local regeneration. This model (called “ Casa del Quartiere” in Italian) is like Multi-Functional 
Community Hub, and this establishing process itself are closely connecting local regeneration process and 
also we characterized importance of participatory design process.

研究分野： 都市デザイン

キーワード： リビング・ラボラトリ　地域再生　大学と地域の協働　サステイナビリティ　多機能型コミュニティ拠
点　プラットフォーム　参加型デザイン　ステークホルダー

  ２版
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１．研究開始当初の背景	 
	 地域の持続的発展が求められている中で、
地域再生の核となるできものは、従来型の再
開発の手法ではなく、地域総体の資源をどの
ように活用し、それを活かしたシナリオをつ
くり、それを動かす人材の育成と知材の創造、
そしてそれらを活かした環境創造である。 
	 そのような背景のもと、特に大学の持つ資
源に着目し、その資源が大学のみならず、大
学の立地する周辺地域や都市において重要
な意味を持つことを今までの研究活動で明
らかにしてきた。その中で、地域社会に対し
て大学やキャンパスが果たす役割は、 
１）大学のミッションと地域の将来の方向性
を合致させるために組み立てられた「場」と
して、大学と都市の関係やキャンパスという
資源を捉えることができること。 
２）大学キャンパスと都市・地域とが相互に
関係を持ちながら発展することは、都市計画
やアーバンデザインの領域における、多様な
ステークホルダーの参画に基づき、物理的、
非物理的な特性を備え持った「場」を構築す
る「参加型のデザイン」のプロセスに一致す
ること。 
と整理でき、大学キャンパスは、創造成果を
孵化させる社会のプラットフォームであり、
持続的、総合的なその活動に参加するステー
クホルダーやその結果として現れる多様な
合意形成、物理的空間の調和を形成していく
「場」であり、これを今までの単発的、イベ
ント的な地域再生の活動から、持続可能で、
総合的な地域環境創造活動を伴った新たな
地域再生の核である「リビング・ラボラトリ」
として定義できるのではないかという着想
を持った。 
 
２．研究の目的	 
	 上記のような背景と研究成果をもとに、本
研究では、大学と地域が連携し、それぞれの
持つ資源（人材・知材・環境材）を具体的地
域環境創造という地域再生に活かしていく
プロセスであるリビング・ラボラトリ構築に
向けたメカニズムを解明し、その評価を通じ
て、具体的な計画技術を明らかにしていくこ
とを目的とする。さらに研究期間で明らかに
する項目は、以下の４点である。 
 
⑴地域再生における大学と地域の共通課題
の抽出を行う； 
	 今までの研究成果をもとに、地域再生を進
める場合の共通な課題は何かを抽出する。 
 
⑵リビング・ラボラトリの成立プロセスと特
徴を明確化する； 
	 事例調査からリビング・ラボラトリの特徴
的性質を、活動デーマとその分野、利用資源
の種別、活動の種類（課題解決型か問題発見
型か）、組織体制、ステークホルダーの参加
形態などの視点を用いて明らかにする。 
 

⑶リビング・ラボラトリの評価指標を構築する； 
	 上述の大学と地域の共通課題に対応でき
ることを明らかにするために、それぞれの物
的環境指標など定量的な指標と、リビング・
ラボラトリで行う活動内容、プロセスなどを
重ね合わせた評価指標を、ステークホルダ
ー・ミーティングやワークショップなどを用
いて抽出する。 
 
⑷評価プロセスを実施し、適合性のある計画
技術の開発を行う； 
	 ケーススタディを行うためにモデルを設
定し、実地調査を踏まえた実証的な評価を行
い、モデルの地域再生に向けた有効性を明ら
かにする。 
 
３．研究の方法	 
	 本研究計画では、①リビング・ラボラトリ
構築に向けた創出のメカニズム、②リビン
グ・ラボラトリの評価を通じた地域再生の方
向性と実現性、の２つを明らかにする。その
ために、以下の３つに大別される方法を用い
て研究を展開した。	 
	 
⑴地域再生のおける大学と地域の共通課題
の抽出	 
	 現在、大学で取り組まれているリビング・
ラボラトリ活動の状況を特にその先端的な
動きが見られる欧米の状況を把握するため
に、活動データベースを作成した（国別内訳
は、アメリカ 26、イギリス 18、カナダ３、
イタリア 2、ニュージーランド、オランダ、
スイス、スペイン、クロアチア各１の計５
4 事例）。その調査の基盤は、北米の高等教
育機関でサステイナブル・キャンパス構築を
支援する団体である AASHE（Association	 for	 
the	 Advanced	 of	 Sustainability	 in	 Higher	 
Education）、欧米を中心とし、アジアの大学
も加盟するISCN（International	 Sustainable	 
Campus	 Network）などに加盟する大学やその
年次大会などの資料や担当者へのヒアリン
グから情報を収集して作成した。	 
	 
⑵リビング・ラボラトリの成立プロセスとそ
の特徴の抽出	 
	 上記で作成したデータベースを活用して、
その中からリビング・ラボラトリの活動や成
立プロセスを特徴が顕著であり、また調査対
象として詳細な調査が可能な、トリノ工科大
学を抽出し、大学関係者、地域側の様々な立
場の関係者にヒアリングを行い、その結果を
分析した。	 
その際の視点としては、	 
①計画体系がはっきりしており、特に空間的
側面からの分析とその効果に期待ができる。	 
②サステイナビリティに関する計画とその
実践が行われており、環境的な側面からの分
析と効果が期待できる。	 
③地域における大学の位置づけに特徴があ
るなど、社会的側面の分析と効果が期待でき



 

 

る。	 
④大学と産業が連携し、都市再生の一翼を担
っているなど、経済的側面からの分析と効果
が期待できる。	 
⑤上記、①〜④の複合的な性格を持つ。	 
	 
⑶リビング・ラボラトリの評価指標の構築	 
	 上記で作成したリビング・ラボラトリのデ
ータベースに基づいて、リビング・ラボラト
リを評価する評価項目を①リビング・ラボラ
トリの活動内容、②リビング・ラボラトリに
参加する対象、③リビング・ラボラトリの実
施主体、④リビング・ラボラトリの活動の実
施対象という４つの分野に分類し、さらにそ
れらを１９の項目に分類し、整理した。その
上で、リビング・ラボラトリの位置づけをよ
り明確に再定義するための検討を行うとと
もに、地域再生の方向性と実現性の検討を行
った。	 
	 
４．研究成果	 
本研究で得られた代表的成果は、Ⅰ．リビン
グ・ラボラトリの定義、Ⅱ．リビング・
ラボラトリと地域再生の方向性を以下に
まとめる。	 
Ⅰ．リビング・ラボラトリの定義におけ
る主な研究成果	 
⑴リビング・ラボラトリを設置している大学
は、大学の学生数との関係は特に見られず、
今回のデータベースでは、5,000 人から
35,000 人までの学生規模の大学に偏りなく
分布している。	 
	 
⑵教職員数で見ると、1,000 人から 5,000 人
規模の大学が半数を占め、職員数から見ると
小〜中規模の大学にリビング・ラボラトリが
多く設置されている。	 
	 
⑶学部数では、10 以下から 20 までの大学に
全体の約６８％が集中しており、学部数の多
いマンモス大学ではなく、むしろ学部の分野
が特化した小規模の大学や中規模の大学に
多くリビング・ラボラトリが設置されている。	 
	 
⑷実施主体が大学のみ、あるいは大学と教職
員といった大学自体が主導して実施主体に
なった場合は、研究、教育という大学のもと
もとの活動分野に活動内容が特化するケー
スが多い。しかも、リビング・ラボラトリの
実施対象が、大学キャンパスの施設・環境整
備に関する項目が 60％以上を占めている。大
学キャンパス自体のサステイナビリティを
高めるために、既存の分野を融合させて、新
たな知見を得ようとするものが大半で、環境
という狭義のサステイナビリティという認
識とその問題だけに応えるという限られた
活動の展開でしかない場合が多く、サステイ
ナビリティの問題を扱っているとしても、極
めて限られた範囲のリビング・ラボラトリと
いう位置づけになるものが多い。	 

⑸その一方で、大学と学生、市民、行政、企
業のいずれかが実施主体となる場合や教職
員と学生が主体になって実施されるリビン
グ・ラボラトリの場合、活動内容が、コミュ
ニティ再生など地域側の課題を解決すると
いう大学を主体とした構成では見られない
テーマが 30％近くを占めている。また、実施
対象においてもキャンパスの施設・環境を実
施対象にしたものではなく、地域に関するも
のが 60〜95％を占め、大学と地域が連携しな
がら、地域の課題を解いてサステイナビリテ
ィを向上させるというリビング・ラボラトリ
の姿が明らかになった。	 
	 
⑹リビング・ラボラトリの取り組みは、大学
主体よりも大学も絡むが他の組織を加えた
実施主体、あるいは、教職員と学生が実施主
体となり、大学自体はその活動を支援する場
合の方が、「大学と地域が連携してサステイ
ナビリティを向上させる」という状況をつく
り出している割合が多いことが確認された。	 
	 
⑺大学組織が主体、あるいは、大学に所属す
る教員が主体となりつつ、多主体が協働主体
となって活動する場合、大学と地域が連携し
て地域課題を解決するというように活動目
的がより明確になったリビング・ラボラトリ
が存在する。表１の網かけで示した事例は、
QOL の向上のために、大学所在地の都市計画
を担うもの、地域雇用の創出、福祉・健康問
題等の地域課題の解決を目指すもの、農業・
食など地域産業に関係の深い分野のサステ
イナビリティを追求するもの、大学立地都市
の環境インフラの構築、疲弊地区の再生など
社会的活動による地域課題の解決という明
確な目標を持った活動になっている。	 
	 
Ⅱ．リビング・ラボラトリと地域再生の
方向性における主な研究成果	 
⑴リビング・ラボラトリとして地域・地区の
再生を実現した事例にトリノ工科大学の関
係者が関わり、実現した「地区の家」（Casa	 del	 
Quartiere）が位置づけられる。この活動は、
キャンパス隣接地区が疲弊する中で、その再
生を行うために、どのような活動を展開して
いくべきなのかを、地域の意向を丹念に抽出
し、地域コミュニティ再生のためのプログラ
ムとその活動拠点を地域内に形成し、さらに
その運営に関わっていくものである。大学の
関係者が直接地域再生への取組みに知材、人
材を活用して関わり、その拠点を形成して、
その運営を図るというこのプロセスは、まさ
にリビング・ラボラトリという場と活動を典
型的示すものである。	 
	 
⑵上記の活動がトリノ市全体に波及し、「地
区の家」（Casa	 del	 Quartiere）という名称
が、他地区の活動にも使われてその活動拠点
の総称として公的な活動とその拠点として
の位置づけに展開した。	 



 

 	 

表１	 多主体の協働によりリビング・ラボラトリの特徴	 
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⑶「地区の家」としてコミュニティ拠点の設
置を構想する際に、既存の地域の活動団体を
巻き込んで行くプロセスを重視しているこ
とが重要であることが確認された。行政とし
て施設の設置目的などを設置のための条例
などで固定化する日本の地域施設とは異な
り、参加した様々なタイプの組織、団体など
とともに、地域課題を明らかにし、どのよう
なニーズがあるのかを丁寧に把握する。その
中で、地域の各活動団体が実際建設される施
設の中で、どのように公的な活動を支援出来
うるのかを自覚させ、その一部は運営の主体
となっていく参加型の計画プロセスを重視
することが重要である。	 
	 
⑷参加型計画プロセスには、地域にある既存
資源の改修による再生活動が寄与している
と言える。この過程で、すでにある空間を認
識しながら参加者が計画づくりをすること
ができ、共通のイメージを構築することが容
易になる。埋もれていた地域の公共空間に社
会的な価値を再度見出して、その利用を図っ
ていくために、改修の計画・設計にも参加型
のプロセスを採用することは、活動の担い手
となる市民団体同士が計画初期から活動の
イメージを共有、具体化することができ、運
営の実効性を重視した施設計画を立案する
ことが可能になる。	 
	 
⑸公共空間としての社会に対しての公開性、
社会性を担保するために、中庭形式を持った
施設がそれらを創り出していたことが注目
される。中庭で行われる多様なイベントは、
都市の中で安全でかつ、誰しも使うことが出
来るという魅力を視覚的に訴える効果を持
つ。さらに、レストラン、カフェなどの設置
が、相乗的な効果をもたらす。	 
	 
⑹運営主体の組織構成に応じて、限定的専用
空間に属する諸室と非限定的専用空間の属
する諸室の構成と比率が異なっている。ここ
では、活動内容と活動目的を吟味し、運営主
体の特徴より２つの空間のバランスが決定
される。それは、運営主体によって、例えば、
各種講座を沢山行うことが可能である場合
であったり、地区の細かいニーズを引き上げ、
地区のコミュニティが使いやすい空間をつ
くっていくことが得意であったりといった
ように異なるからである。	 
	 
⑺財政的な支援が先細りする可能性が高い
中での「地区の家」のような公共施設の運営
には、自立的な運営と地区コミュニティの再
生を効果的に進める仕組みが必要となる。そ
のために収益機能である飲食施設（レストラ
ン、カフェなど）が重要な役割を果たしてい
る。飲食機能の魅力を高めるためにも専門能
力を持つ主体を運営に巻き込んだ仕組みを
つくることは必須である。行政だけではなく、
社会的企業、社会的協同組合やボランティア

などのサードセクターとが連携した複合的
な運営を計画することが、施設の自立と持続
可能性を高める重要な視点であると言える。	 
	 
⑻行政の役割も重要な部分がある。所管部署
が複数の部署に関わる組織であることが、地
区の家では重要な意味を持っている。都市再
生という目的を果たすことがまず第１の目
的と設定され、その中で地域施設の役割が具
体化される中で、既存の施設管理の概念にと
らわれず、地域のニーズに合わせて機能を考
えることができたことが、多機能型コミュニ
ティ拠点をつくりだす大きな原動力の一つ
となったと言える。	 
	 
以上、本研究で明らかになった要点を記した
が、トリノ工科大学とトリノ市で展開される
リビング・ラボラトリのモデルである「地区
の家」については、さらに未調査な施設もあ
ることから、本研究の成果を活かしながら今
後の研究課題として継続的に研究を続けて
いきたい。	 
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